
平成３０年度 地域貢献事業活動報告書 

１事業名称 地域の伝統文化を生かした共同教育推進事業 
２事業推進者等 （責任者職名・氏名）芸術・体育学系 教授 洞谷亜里佐 
３学外の連携機関等 （連携機関等名）小林古径記念美術館 

（担当者職名・氏名等）学芸員 笹川修一 長井るり子 
（連携機関等名）地縁法人赤倉温泉区 
（担当者職名・氏名等）区長 次井雪男  
（連携機関等名）国際教師教育学会 日本支部 
（担当者職名・氏名）辻野けんま（大阪市立大学） 

 
４事業の趣旨・目的 
 

妙高市の赤倉温泉街という環境を生かし、赤倉の自然と文化をアピー

ルしながら芸術に触れる活動を、市民・本学の学生が公共の施設、美術

館や外部団体と連携し行うことを目標とする。 

 
５事業活動報告 
 

上越教育大学、美術館、妙高市の赤倉温泉地区との共同推進事業を行

った。 
① 活動期間を「赤倉コドモ芸術祭」と称し、コドモとともに美術で

繋ぐ人の和とした。旅館が美術館というキャッチフレーズで、古

径記念美術館の小林古径の作品を 6 件の旅館に設置して赤倉アー

トマップを作成し作品鑑賞をして頂いた。また、大学生が企画す

る市民（妙高市の小中学校の生徒）や観光客と一緒に温泉街でワ

ークショップを行い、その作品を街に配置し、温泉街を歩きなが

らアートを楽しむ企画を試みた。 
5 月 1 日（火）〜18 日（金）旅館に小林古径複製画の展示 
           赤倉スキー学校にて妙高市内の子供達の絵画制作展示 
5 月 3 日（木）「風車を作ろう」 
5 月 13 日（日）「地上絵を描く」 

② 5 月 14 日〜18 日に妙高市で開催された、国際教師教育学会では、

（世界 16 カ国から参加者が集まった。計 52 名。）美術館と連携し

て 5 月 17 日（木）に日本画表現のデモンストレーションとワーク

ショップを赤倉野外施設にて行った。また学会会場には上越美術

連盟にご協力頂き、新潟県児童生徒絵画・版画の作品 100 点ほど

の展示会を行った。 
 
６本事業で得られた 

成果 

地域社会と学校教育を融合させたものづくり教育を広く提示すること

ができた。 
① 学生にとって赤倉という自然豊かな土地柄を見直し、自分たちの

地域での暮らしから感じる文化を大切にする心に気づくことがで

きたと感じた。 
② この事業に本学学生を積極的に登用することで、「地域の文化、社

会との関わり」についての見識を高め、教育者としての資質を向

上させることができた。また今回の国際教師学会と連携すること

で、日本の伝統文化理解教育の意義を明確化することにより国際

的な意識への啓発を図ることが得られた。 
７その他（成果物等の名称） 平成 29 年度妙高市地域の元気作り活動の助成も受け活動を行った。 












